
豊田工業高等専門学校ハラスメント　相談対応フロー図 R4.11.28現在

本人・第三者からの相談者

ハラスメント相談員（複数人で対応）
総務主事・学生主事・校長が指名する者、

学生サポート室長・学生主事補（学生関係）

相談・助言

校長へ報告

ハラスメント防止委員会
校長(委員長）・総務主事・教務主事・学生主事・寮務主事・学生

サポート室長・事務部長・その他校長が必要と認めた者

「ハラスメント申立書」受領、内容確認

＜申立を希望する場合＞

「ハラスメント相談申立書」を申請

＜申立を希望しない場合＞

経過観察

相談者への助言・見守り

ハラスメント無

調査終了

「申立者」説明

ハラスメント有

「申立者」事情聴取 「相手」事情聴取 「関係者」事情聴取

判定（ハラスメント防止委員会）

懲戒審査

委員会
戒告

減給

停職

諭旨解雇

懲戒解雇

訓告等審査

委員会

訓告（文書）

厳重注意（文書又

は口頭）

●懲戒に該当する場合●懲戒に該当するに

至らない場合

被害者メンタルケア

・不利益回復

修学・職場

環境改善
指導・処分 人事異動

校長に勧告

＊理事長への協議又は報告

調整
当事者双方の主張を公平

な立場で調整

「調査の必要なし」 環境・関係の調整

「調査する必要あり」

事実関係の公平な調査

ハラスメント調査委員会
委員長の指名する委員若干名

「調整」に不満

解決へ

救済・改善の例


